Look in!
2～5人

Reinhold Wittig作

コンポーネント
・ゲーム盤

・駒

１個
・ヘクス駒
１０個
・得点パネル
１点：９枚、３点：９枚、６点：６枚、８点：６枚、１０点：６枚
ゲームの準備
５人プレイの場合、6と８と１０のパネルは５つ。裏向きにしてボードにばらまく。

数字を表向きにする。４人プレイ時は、各パネル４枚ずつ。

２～３人の時は、８枚抜き。但し６からは取らず、8と10から取る。
各プレイヤーはパネルで５点分を受け取る。誰かがバンカーを兼任する。
ヘクス駒もゲーム盤にヘクスのマス内で上からのぞき見れるように置く。

黄色い駒は任意のパネルの上に置き手番を決める。その後、時計回りにプレイしていく。

ゲームの終了
ゲーム終了時、１番パネル点を多く持つ人が勝ち
ゲームの手順

ゲームにおいて動かすのは、ヘクス駒のみです。

プレイヤーは次の条件を満たすように、できるだけ少ない手数でヘクス駒を移動しようとします。

条件：プレイヤーは上からヘクス駒を覗き込み、ミラーを通して、黄色い駒が見える事！！！

ミラーと黄色い駒の間には、少なくとも２つの別のミラーを配置しなければならない。

更に必要な事は、ヘクス駒は、スタックして置きます。

上の図は、３つのヘクス駒で黄色い駒を見れる２つの可能性について示しています。

駒が本当に映っているか、駒をぐらぐら動かして確認してみましょう。

条件にカウントされる対象のヘクス駒は直接視界が通るもののみで、踏み台となっているヘクス駒（ｘ）はカウントされない。
移動

移動としてカウントされるのは、隣接するヘクスにヘクス駒を移動した時で、移動先で上に載せたり、下に入れるコストは、不要です。移動したヘクス駒は、向きを変えたり、ひっくり返しても良い。

すきなだけ回転したり裏返したりした後は、ボードのヘクス上に正しく置かなければならない。

但し、ヘクス駒を動かさずに回転やひっくり返しだけ行う場合、それで１移動とみなす。
スタックのままで移動する事は出来ない。

上のヘクス駒は隣接する場所に下る（回転自由）、下のヘクス駒はその上に乗る（回転自由）。

よって、スタック移動には、２移動が必要。
訳者注：明記されてないですが、これによりスタックは２階建てまでのようです。
計算方法
各移動コストは１点です。このポイントは、黄色い駒が立っているところのパネルから差し引く。

もしプレイヤーの移動が、そのパネルの価値よりも低ければ、収益を得る。逆の場合は支払う。

その他にも得点する方法があります。もし、黄色い駒を配置し、４つ以上のヘクス駒を利用して、見る事ができれば、４つ以上使用する毎に＋２点獲得。

多くのヘクス石を使えば使うほど得点は上がるが、視界の精度は落ちる。よって、論理的に見えるかどうかという事が重要です。

If the points calculated, the points card taken from the plan and either
given to the player on transfer, or placed in the fund. The player now
the character to a different arbitrary points card, probably the best on one with
low points value.
もし、その得点が計上されたら、パネルは除去し、獲得した得点を受け取る。

そのプレイヤーは、おそらく得点が１番低くなるであろう別のパネルの上に黄色い駒を移動する。

これは、純粋に低得点のパネルである必要はありません。
次のプレイヤーの手番です。得点パネルの場所がどんどん空いていくので、ヘクス石を置ける自由度が増していきます。

ローカルルール:
・基本ルールだと、手番に左右されるため、ポイント争奪ルールにする。

・トランプを用意し、ボードに並べる。ポイントの高い人が手番を実施する。

　※以下は、任意で採用
　・オリジナルの手番プレイヤーは、同点でも優先権を持つ

　・プレイ順自体はあくまでもオリジナルプレイヤーの順番で行う

　・手番はRound毎にずれていくようにする

　・スキル差が多いこと考慮し、争奪ルールは、6のパネル取得時及びゲーム開始時に留める
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